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阪急阪神不動産株式会社では、『ジオ柏の葉キャンパス』（千葉県柏市）及び『シーンズ塚口』（兵

庫県尼崎市）が、2020 年度グッドデザイン賞（主催：公益財団法人日本デザイン振興会）を受賞し

ましたのでお知らせします。『ジオ柏の葉キャンパス』はファーストコーポレーション株式会社との

共同事業としての受賞、『シーンズ塚口』は大阪ガス都市開発株式会社及び近鉄不動産株式会社との

共同事業としての受賞となります。なお、『ジオ柏の葉キャンパス』の受賞は、当社のマンションブ

ランド〈ジオ〉におきまして、４年連続 11 回目の受賞となります（昨年度は『ジオ神戸本山中町』

で受賞）。 

『ジオ柏の葉キャンパス』及び『シーンズ塚口』は、いずれも周辺地域と調和し、心豊かな暮らし

と社会に貢献した住まいづくりが評価されました。 

『ジオ柏の葉キャンパス』は、「柏の葉国際キャン

パスタウン構想」のエリア外にあり、都市化が進む

「日常」と自然豊かな「非日常」が溶け合うポジシ

ョンを最大限に活かせるよう開発しました。コンセ

プト「STAYCATION」（＝STAY＋VACATION）の

下、「どこかに行かなくてもステイしながら旅に出

たような至福の休息が味わえる集合住宅」を実現し

ています。  

『シーンズ塚口』は、大阪ガスの社宅跡地に開発されました。

環境モデル都市へと変わりゆく尼崎市の動向に共鳴し、マンシ

ョン住民と地域とのコミュニティが構築されにくいという社

会的問題の解決も視野に入れ、周辺の街並みと住民、自然との

関係性を見つめ直し、理想的な未来の暮らしへつながる街区再

生構想「Re:CONNECT」をコンセプトに誕生しました。 

受賞内容の詳細は別紙をご覧ください。 

『グッドデザイン賞』とは 

1957 年に創設された日本で唯一の総合的なデザイン評価・推奨の仕組みで、デザインを通じて産業や生活文
化を高める運動として、国内外の多くの企業やデザイナーが参加しています。 
これまでの受賞件数は 46,000 件にのぼり受賞のシンボルである「Ｇマーク」は、よいデザインを示すシンボ
ルマークとして広く親しまれています。 

 

以 上 

  

『ジオ柏の葉キャンパス』『シーンズ塚口』 

2020 年度グッドデザイン賞を受賞 

受賞サイト URL https://geo.8984.jp/concept/prize.html 



 

■ジオ柏の葉キャンパス 

『ジオ柏の葉キャンパス』は、つくばエクスプレス「柏

の葉キャンパス」駅から徒歩６分でありながら、自然豊

かな環境に恵まれた、日常と非日常が溶け合うポジショ

ンにあり、コンセプト「STAYCATION」（＝STAY＋

VACATION）の下、街との調和を図りつつ、その特性を

最大限に活かしました。 

柏の森の再生 

敷地内に美しい原風景「柏の森」を再現し、地域景観に寄与するとと

もに、防災拠点になる緑の小路や広場（公開空地）を配しました。 

また、敷地の高低差を活かし、高原のような広場を設けることで、家

なかピクニックやデイキャンプを楽しめるようにしました。 

高原リゾートホテルをイメージした建築デザイン 

共用棟は、住居棟と独立させ、リゾートのクラブハウスとして設定し、

ＮＹブルックリンの倉庫を想わせるレンガ調で統一しました。 

住居棟は、高原リゾートホテルに見られる庇とマリオンで陰影を強調

しつつ、阪神間モダニズム建築の要素も取り入れました。 

毎日を休日のように過ごせる住空間 

専有部には当社のサイクル型商品開発プロジェクト「ジオフィットプ

ラス」から生まれたアイデアをアレンジし、リゾートステイの居心地を

追求することで、コテージにいるような気持のいい空間を実現しています。 

 

ジオ柏の葉キャンパスは、駅徒歩６分の場所にありながら、「柏の森」再生を目指し、敷地の約 11％

の緑地面積を実現している。 

本プロジェクトでは、キャンプができる芝生の森、植物のトンネルのような曲がりくねった小径、

ベンチのある共用庭など、丁寧な外構計画がなされている。まとまった大きな広場ではなく、敷地全

体にひろがる庭は、散策やピクニック、日常のおしゃべりなど、生活に根ざした庭と共にある暮らし

を創り出していて、その点が高く評価された。 

防災拠点にもなる緑の小道や広場（公開空地）は近隣住民にも開放していて、植栽にはかつて自生

していたであろう樹種が選定された。地域に貢献する集合住宅の好事例と言える。 

物件概要（ジオ柏の葉キャンパス） 

所 在 地 
千葉県柏市若紫字アラク 133 番１他（地番） 

千葉県柏市若紫字北ノ下 93番２他（地番） 

交 通 つくばエクスプレス「柏の葉キャンパス」駅 徒歩６分 

敷 地 面 積 8,426.40 ㎡（道路後退部分を除く） 

建 築 面 積 2,822.07 ㎡ 

延 床 面 積 18,288.93 ㎡ 

構造・規模 鉄筋コンクリート造  地上 13 階、地下１階 

総 戸 数 226 戸 

事 業 主 阪急阪神不動産株式会社、ファーストコーポレーション株式会社 

竣 工 年 月 2019年４月 
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■シーンズ塚口 

コンセプト「Re:CONNECT」の下、『まちと、「つながる」』、

『緑と、「つながる」』、『未来と「つながる」』をテーマに、人々

の暮らしと社会に貢献する集合住宅を目指して開発を進めました。 

 

 

まちと、「つながる」 

従前の社宅の配棟計画を一新し、敷地の際から建物を十分に

セットバックさせて、街並みの開放性を高めています。 

また、隣接する小学校のスクールゾーンに面する敷地北側に

は、ゆとりある空地と小路を整備して通学路の安全性を飛躍的

に向上させたほか、ベンチを置いて開放的な交流の場を創出し

ました。 

緑と、「つながる」 

豊かな自然に包まれながら、地域・世代を超えて触れ合える生

活舞台として、３つの異なるテーマを持つ庭を配しました。 

邸宅へのメインアプローチにある「アクアガーデン」には水盤

を設けており、木々のシルエットを浮かべる静かな水面が、眺め

る方々の心に豊かな潤いを届けます。 

未来と、「つながる」 

安心の未来のために、先進の環境・防災性能を備えた「防災対

応型マンションコージェネシステム」などの設備を導入しました。 

また、人々のモノに対する価値観が「所有」から「共有」に変

わりつつある現状を捉え、入居者用の各種シェアリングサービ

スを用意したほか、野菜や植物を育てられる「シェアファーム」

を配し、入居者同士のつながりを感じられるようにしました。 

 

 

配置計画により、地域に開かれたランドスケープを実現しているのが素晴らしい。 

特に３種類の庭は、それぞれ楽しみ方も異なりそうで、実際の使われ方への興味が湧く。 

一方で、実際の細やかな設計が生み出す具体的なつながりについては、今後の実際の供用が進ん

だ時点での経過に関心が持てそうだ。 

物件概要（シーンズ塚口） 

所 在 地 兵庫県尼崎市東塚口町１丁目 488 番１（地番） 

交 通 ＪＲ宝塚線「塚口」駅 徒歩３分、阪急神戸線「塚口」駅 徒歩 11 分 

敷 地 面 積 6,308.18 ㎡ 

建 築 面 積 2,251.51 ㎡ 

延 床 面 積 14,930.46㎡ 

構造・規模 鉄筋コンクリート造  地上 15 階 

総 戸 数 166 戸（管理事務室等を除く） 

事 業 主 大阪ガス都市開発株式会社、近鉄不動産株式会社、阪急阪神不動産株式会社 

竣 工 年 月 2020 年１月 
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